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(百万円未満切捨て)

１．平成31年3月期第3四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年12月31日）
（１）連結経営成績(累計) （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

　31年3月期第3四半期 54,877 △3.3 2,681 △34.1 2,817 △32.6 966 △48.3
　30年3月期第3四半期 56,741 △6.5 4,065 △33.0 4,181 △29.6 1,867 △35.7

(注) 包括利益 31年3月期第3四半期 1,669百万円 ( △43.0％) 　30年3月期第3四半期 2,930百万円 (△2.9％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

　31年3月期第3四半期 19.76 19.48

　30年3月期第3四半期 38.27 37.73
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

　31年3月期第3四半期 91,662 57,945 51.2

　30年3月期 85,785 57,924 54.5

(参考) 自己資本 　31年3月期第3四半期 46,935百万円 　30年3月期 46,794百万円
（注）「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年2月16日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適

用しており、前年度末の経営指標等についても当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

２．配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

　30年3月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00

　31年3月期 ― 10.00 ―

　31年3月期(予想) 10.00 20.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

　

３．平成31年3月期の連結業績予想（平成30年4月1日～平成31年3月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 80,000 1.5 3,500 △36.9 3,400 △39.7 1,200 △55.0 24.55

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 ―社 (社名) 、除外 ―社 (社名)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 31年3月期3Ｑ 49,267,180株 30年3月期 49,267,180株

② 期末自己株式数 31年3月期3Ｑ 346,009株 30年3月期 461,938株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期3Ｑ 48,882,806株 30年3月期3Ｑ 48,805,365株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に

関する事項は、四半期決算短信（添付資料）２ページ「（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧

ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善に支えられて戦後最長と言われる好景気が続

きました。一方、世界経済については米中貿易摩擦や英国のEU離脱問題などにより、先行きの不透明感が強まって

います。

　当社グループの事業は、国内では、主力製品であるスマートメーターは高水準の需要を維持しており、一部電力

会社における前年度下期からの在庫調整も一段落しました。しかし、上期の減収を挽回するには至らず、盤製品等

も低調だったことから、減収となりました。

　海外は一部電子部材の調達難により生産が遅れたことから、減収となりました。

　利益面については、減収に加えて、海外での生産遅れに伴うコストの増加や製品売上構成の変化による原価率上

昇の影響が大きく、減益となりました。

　これらの結果、売上高は前年同期比3.3％減の54,877百万円となりました。営業利益は前年同期比34.1％減の

2,681百万円、経常利益は前年同期比32.6％減の2,817百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比

48.3％減の966百万円となりました。

＜連結業績＞
（単位：百万円）

平成30年３月期
第３四半期

平成31年３月期
第３四半期

前年同期比

金額 比率

売上高 56,741 54,877 △1,864 △3.3％

計測制御機器事業 55,782 53,456 △2,325 △4.2％

その他 1,067 1,527 459 ＋43.0％

調整額 △108 △106 1 －

営業利益 4,065 2,681 △1,384 △34.1％

計測制御機器事業 4,046 2,445 △1,601 △39.6％

その他 13 231 218 ＋1,624.0％

調整額 6 4 △1 △28.6％

経常利益 4,181 2,817 △1,363 △32.6％

親会社株主に帰属
する四半期純利益

1,867 966 △901 △48.3％

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、預け金が385百万円、受取手形及び売掛金が3,102百万円、投資

有価証券が406百万円減少しましたが、現金及び預金が2,477百万円、たな卸資産が7,513百万円増加したこと等によ

り、前年度末と比較して5,877百万円増加し、91,662百万円となりました。

　負債は、支払手形及び買掛金・電子記録債務が1,957百万円、長・短借入金が3,928百万円増加したこと等により、

前年度末と比較して5,856百万円増加し、33,717百万円となりました。

　純資産は、利益剰余金が12百万円、その他有価証券評価差額金が321百万円、退職給付に係る調整累計額が23百万

円、非支配株主持分が119百万円減少しましたが、為替換算調整額が423百万円増加したこと、純資産から控除され

る自己株式が74百万円減少したこと等により、前年度末と比較して21百万円増加し、57,945百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、平成30年10月31日に公表した計画に対して国内外ともに堅調に推移していること

から、変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,752 13,229

預け金 3,018 2,632

受取手形及び売掛金 17,730 14,627

商品及び製品 5,116 7,016

仕掛品 2,407 3,088

原材料及び貯蔵品 5,102 10,036

その他 1,873 2,551

貸倒引当金 △717 △633

流動資産合計 45,285 52,549

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 9,931 9,604

土地 12,503 12,503

その他（純額） 6,317 6,034

有形固定資産合計 28,752 28,142

無形固定資産

のれん 835 682

その他 1,130 1,029

無形固定資産合計 1,966 1,711

投資その他の資産

投資有価証券 5,948 5,542

退職給付に係る資産 1,083 1,064

その他 2,750 2,654

貸倒引当金 △2 △2

投資その他の資産合計 9,780 9,259

固定資産合計 40,499 39,113

資産合計 85,785 91,662
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,235 9,227

電子記録債務 4,025 3,991

短期借入金 1,585 7,030

未払法人税等 754 182

賞与引当金 1,682 1,129

役員賞与引当金 24 41

製品保証引当金 55 55

その他 4,909 5,807

流動負債合計 20,272 27,465

固定負債

長期借入金 1,559 43

役員退職慰労引当金 138 115

退職給付に係る負債 2,180 2,221

繰延税金負債 2,337 2,359

その他 1,372 1,512

固定負債合計 7,588 6,251

負債合計 27,861 33,717

純資産の部

株主資本

資本金 7,965 7,965

資本剰余金 8,750 8,750

利益剰余金 26,841 26,828

自己株式 △297 △222

株主資本合計 43,260 43,322

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,586 1,265

為替換算調整勘定 1,556 1,980

退職給付に係る調整累計額 390 367

その他の包括利益累計額合計 3,534 3,612

新株予約権 475 474

非支配株主持分 10,654 10,535

純資産合計 57,924 57,945

負債純資産合計 85,785 91,662
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

売上高 56,741 54,877

売上原価 40,535 40,409

売上総利益 16,206 14,467

販売費及び一般管理費 12,140 11,786

営業利益 4,065 2,681

営業外収益

受取利息 15 17

受取配当金 136 145

その他 187 182

営業外収益合計 339 344

営業外費用

支払利息 82 69

為替差損 - 89

その他 141 48

営業外費用合計 224 208

経常利益 4,181 2,817

特別利益

子会社清算益 - 68

特別利益合計 - 68

特別損失

災害による損失 - 53

特別損失合計 - 53

税金等調整前四半期純利益 4,181 2,832

法人税、住民税及び事業税 1,023 953

法人税等調整額 568 287

法人税等合計 1,591 1,241

四半期純利益 2,589 1,591

非支配株主に帰属する四半期純利益 721 625

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,867 966
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

四半期純利益 2,589 1,591

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 248 △321

為替換算調整勘定 98 423

退職給付に係る調整額 △5 △23

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 0

その他の包括利益合計 341 78

四半期包括利益 2,930 1,669

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,208 1,044

非支配株主に係る四半期包括利益 721 625
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（会計方針の変更）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用し、個別財務諸表における子会社株式等に係る将来加算一時差異の取扱いが変更となっ

ております。当該会計方針の変更は遡及適用され、前第３四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四

半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。

この結果、遡及適用を行う前と比べて、前連結会計年度末の繰延税金負債が83百万円減少し、利益剰余金が83

百万円増加しております。

また、当該会計基準の適用に伴い、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額

計測制御
機器事業

売上高

外部顧客への売上高 55,760 981 56,741 ― 56,741
セグメント間の内部売上高
又は振替高

21 86 108 △108 ―

計 55,782 1,067 56,850 △108 56,741

セグメント利益(営業利益) 4,046 13 4,059 6 4,065

　 (注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、FPD関連装置事業、不動産

　 事業を含んでおります。

　 ２．セグメント利益の調整額は、固定資産の調整額であります。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額
計測制御
機器事業

売上高

外部顧客への売上高 53,436 1,440 54,877 ― 54,877
セグメント間の内部売上高
又は振替高

19 86 106 △106 ―

計 53,456 1,527 54,983 △106 54,877

セグメント利益(営業利益) 2,445 231 2,676 4 2,681

　 (注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、FPD関連装置事業、不動産

　 事業を含んでおります。

　 ２．セグメント利益の調整額は、固定資産の調整額であります。
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 該当事項はありません。
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